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～ 進んで学ぶ子どもを目指して ～ 

 

 

 

 

 

富良野市立扇山小学校 

自主学習は，学校で学習したことをしっかりと身につけるために，

また，自ら学ぶ習慣をつけるためにとても大切なものです。 

もちろん，「学ぶ力」を育てることは学校教育の重要な役割ですが，

家庭での関わり方によってその育ち方は大きく変わります。 

「継続は力なり」の言葉にあるように，計画的，継続的，丁寧な取

り組みを積み上げ，身につけていくことが，後々大きな力を発揮す

るもとになると考えます。 

自主学習推進の参考資料として“自主学習の手引き”をご家庭で

活用してくだい。 
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おおまかに言うと，学校で学習する（教科書に載っている）内容のことです。 

特に，以下の内容は学年間でつながりますので，学習した学年で確実に身に

つけておかないと，次の学年で困ることになります。 
 

  ○教科書に出ている程度の文章をすらすら読むこと  

  ○教科書に出ている漢字を読んだり,書いたりすること 

  ○算数の教科書に出ている程度の問題を解くこと 
 

～ 「わかった」ことを「できる」ようになるまで！！ ～  

 

※ ここでいう「できる」とは，「はやく，正しく，ていねいに」やれる  

 ことをいいます。そのためには，繰り返し練習することが重要です。  

○ 生活リズムを

整え，決まった

場 所 と 時 間 で

学 習 に 集 中 で

きる環境作り 

○ 認め，励まし，

対 話 の あ る 温

かいふれ合い 

進 ん で 学 ぶ 力  

心 身 の 健 康  

○ 基 礎 学 力 の 定

着を図り，知識

や技能，学び方

を教え，主体生

を 育 て る 学 習

指導 

学校で 家庭で 

1.基 礎 的 ･基 本 的 な 学 習 内 容 を 身 に つ け た 子 ど も  

２ .学 習 の 習 慣 や 方 法 を 身 に つ け た 子 ど も  

３ .生 活 時 間 の 有 効 な 使 い 方 を 身 に つ け た 子 ど も  

１ . 基 礎 的・基 本 的 な 学 習 内 容 と は …  
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コラム「伸びる子ども」の４つのタイプ     「勉強のコツがよくわかる本」より引用  
 

★丁寧に取り組める子 ★まじめに取り組める子 ★挑戦する子 ★最後までやる子 
 

※１つでもあれば大したもの。これらの条件は「備わったもの」ではなく「育てるもの」

であり，2 年間でできるようにさせられたら上等である。 

※上達は，毎日少しずつ訪れてくるのではない。毎日毎日，少しずつ貯金したものを， 

いっぺんにドーンと返してもらうように訪れるのだ。  

 

（１）睡眠時間…「９～１０時間」 
小学生に必要と言われている時間の目安です。必要な睡眠時間は，一人

一人異なります。夜更かしをして睡眠不足になっていないか子どもと一緒

に話し合い，早寝早起きの習慣をつくりましょう。 
 

 

（２）メディアに触れる時間…「1 日２時間以内」 
平日，家でメディア（TV，ゲーム，インターネット，携帯電話など）に

触れる限度としての時間の目安です。家庭での約束を決めて，十分な学習

時間や睡眠時間などを確保しましょう。 

 

（１）自主学習の時間・態度 
① 毎日，必ず学習する。 

（10 分×学年）＋10 分以上を目安に取り組む。 

4 年生は，宿題と自主学習を合わせて 50 分の 

学習が目安です。 

  ② 学習中は，テレビを消す。  

③ 机の上をきれいにして，姿勢をよくして行う。 
 

（２）自主学習の内容 
① 宿題をやる。 

② その日の学習したことからたてた課題をやる。 

→ 漢字や計算などの反復練習をする。 

→ 学習した内容を，授業用ノートと見比べながら，教科書

を読んだり，自主学習ノートにまとめ直したり，テスト

の問題を解き直したりする。 

→ 他にも，次の日に学習する予定のところをまとめたり，

音読・視写・暗唱したり，新聞を読んで考えをまとめた

りする。また，習った言葉や真似してみたい表現を使っ

て日記を書く。 

※自主学習ノートは 2 冊用意してください。 

２ . 自 主 学 習 の 方 法 や 習 慣 づ く り 

３ . 生 活 時 間 の 有 効 な 使 い 方 
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  自主学習の前に  

  ☆学校からのプリント類は，お家の人に渡しましたか。 

  ☆勉強する場所は，片付いていますか。 

  ☆正しい姿勢になっていますか。 

 

～ こんなやり方で やってみましょう ～ 
学習内容 やり方 

国語 
☆学習した（する予定）のところを２～３回音読する。 

また，好きな表現を視写したり，暗唱したりしてみる。 

☆漢字や語句の意味を調べて，短文作りに挑戦してみる。 

☆教科書の手引きや授業ノートをもとに，学習の要点をまとめる。 

算数 ☆学習した公式や単位について，身近なもので確かめてみる。 

☆正しい手順で，より速く計算（筆算）ができるようになるまで，繰り返し

練習する。 

☆文章問題では，問われている内容を線分図などに図式化してから解く。 

☆間違った問題は消さずに残し，どこで間違えたのかを明らかにしながら 

 やり直す。 

理科 

社会 

☆教科書に出てきた実験，観察，地名，資料などの用語をもとに，学習した

内容をまとめる。 

☆学習した（する予定）で気になったことは，辞典や図鑑，地図，インター

ネットなどで調べてみる。 

 

 自主学習の後に…  

  ☆時間割を確かめて，明日の準備をします。 

   （教科書や筆記用具など，明日使う学習道具をそろえる。） 

 

目 標 
 

★ 見通しをもって，自分にあった学習習慣を身につけましょう。 

★ 宿題や購入したドリルなどは，ためずにやり遂げましょう。  

★ ５年生は６０分，６年生は７０分以上，毎日学習しましょう。  

★ 自分の興味や関心，弱点の克服など，主体的な学習にも取り組み

ましょう。 

５・６年生の自主学習では… 


